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１．DSHEng5のインストール 

 
（１） インストールの手順 

 

DSHEng5製品ＣＤをＣＤドライブに入れ、ルート \ に保存されているsetup.exe プログラムを起動し

ます。 

起動されると、途中の操作画面でインストール先を問合せてきますので、そこでドライブ名とフォルダ

ー名を指定して下さい。この後、自動的にインストールされます。 

 

以下、setup.exe起動後に表示される操作画面を順に示します。 

 

  

                ↓ 

  

                ↓ 

              （次ページ） 

 次へ(N) をｸﾘｯｸします。 

 

使用受諾契約内容を確認し、 

”..同意します（Ａ）“を選択し、 

 次へ(N) をｸﾘｯｸします。 
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                ↓ 

  

                ↓ 

              （次ページ） 

 
                ↓ 

              （次ページ） 

ｼﾐｭﾚｰﾀのｲﾝｽﾄｰﾙ先を指定します。 

もし、表示されたﾃﾞﾌｫﾙﾄ以外の場

所にｲﾝｽﾄｰﾙしたい場合は、 

 変更(C) をｸﾘｯｸし、ｲﾝｽﾄｰﾙし

たい場所を設定してください。 

設定が済んだら 

 次へ(N) をｸﾘｯｸします。 

 

 ｲﾝｽﾄｰﾙ(I) をｸﾘｯｸします。 

これでｲﾝｽﾄｰﾙが開始します。 

ｲﾝｽﾄｰﾙ実行中の画面です。 
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（２） インストールで保存されるファイル 

 

ユーザーズマニュアル３．実行に必要なファイルに指定されたフォルダーにそれぞれが保存されます。 

ドキュメントについては、４．を参照ください。 

 

 完了(E) をｸﾘｯｸし、 

ｲﾝｽﾄｰﾙ終了です。 
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２．ライセンス別の準備  

 
２．１ 組込みライセンスのためのプロテクトキーのインストール 

 
 本プロテクトキーは、DSHEng5組込みライセンスでご購入された製品にのみ必要です。 
 開発ライセンスのご使用には必要ありません。 
 
 DSHEng5エンジンを起動する前にハードプロテクトデバイス LOCKSTAR-PKをコンピュータの USBコネクターに接続

してください。 

 

 

   
 
 

 
 以上で準備終了です。 
  
 本プロテクトキーには、特にインストールするドライバーはありません。 
 
 DSHEng5 が起動されたときに、本プロテクトキーが接続されていない場合、あるいは接続不良でこれを認識できな

かった場合は、その旨を表示する画面がポップアップされますので、その際は、接続を確認してください。 

 

  

２．２ 開発ライセンスのための使用許諾手続き 

 

 アプリケーションプログラムによって DSHEng5が起動されたときに、使用許諾設定画面が表示されます。 

 使用許諾操作が正常に行なわれない限り、この設定画面が表示されます。 

 

 設定画面の操作など詳細については、次の説明書を参照してください。 

 

  文書番号 DSHEng5-19-30000-00 使用許諾手続き説明書 

 

 

２．３ 試用版のインストール 

 

 

PC 
         USB DSHEng5 
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３．実行に必要なファイル 

 
  （１）プログラムファイルと各種情報定義ファイル 

 

 分  類 保存ﾃﾞｨﾚｸﾄﾘ ファイル名 備 考 

1 ｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝのために必要なﾗｲﾌﾞ

ﾗﾘﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ 

(必須) 

bin 

 

DSHEng5.dll GEM通信ｴﾝｼﾞﾝﾗｲﾌﾞﾗﾘﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑﾌｧｲﾙ（DLL） 

* ﾕｰｻﾞｽﾞｶﾞｲﾄﾞ、ﾗｲﾌﾞﾗﾘ説明書参照 

dshdr2.dll HSMS-SS通信ﾄﾞﾗｲﾊﾞｰﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑﾌｧｲﾙ（DLL） 

* DSHDR2 ﾕｰｻﾞﾏﾆｭｱﾙ参照 

DSHEng5XSN.dll ｴﾝｼﾞﾝ情報ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑﾌｧｲﾙ（DLL） 

 

DshRegDll.dll DSHENG5 使用許諾操作用ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑﾌｧｲﾙ

（DLL） 

LTPKAPI.dll 

 

ﾌﾟﾛﾃｸﾄｷ-用ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑﾌｧｲﾙ（DLL） 

 

DshLockDll.dll 

 

ﾌﾟﾛﾃｸﾄｷ-用ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑﾌｧｲﾙ（DLL） 

Eng5MonDll.dll Eng5Monitor.exe ｴﾝｼﾞﾝﾓﾆﾀｰ接続時に使

用します（DLL） 

DshDgvLib.dll DataGridView を使って変数情報を一覧

表に表示するために使用するDLLﾌﾟﾛｸﾞﾗ

ﾑです。 

DshFormLib.dll Form関連ﾌｧｲﾙ 

 

dsh_joblist.dl WP ｼﾐｭﾚｰｼｮﾝに必要な sample変数情報ﾌｧ

ｲﾙです。 

2 DSHEng4 ｴﾝｼﾞﾝの APP 

互換用用ｸﾗｽﾗｲﾌﾞﾗﾘ 

 

bin 

 

DSHENG5Class.dll DSHEng4で作成した APPプログラムの 

互換用 DLL です。 SHEng4 では、

Eng4Class.dll の代替プログラムです。 

APPがDSHEng5.dll のクラスをダイレク

トに使用する場合は、使用しません。 

3. ﾃﾞﾓﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑだけが使用する 

WP ﾃﾞﾓ用ﾗｲﾌﾞﾗﾘﾌｧｲﾙ 

 

bin 

 

dsh_joblist.dll ﾃﾞﾓ用ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑが使用するｼﾞｮﾌﾞｽｹｼﾞｭｰﾙ

情報管理ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ 

 

4. ﾃﾞﾓﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑだけが使用する 

DataGridView用ﾗｲﾌﾞﾗﾘﾌｧｲﾙ 

 

bin 

dll 

DshDgvLib.dll ﾃﾞﾓ用ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ 

変数情報一覧表に使用します。 

(APPで使用するには使用ﾗｲｾﾝｽが必要) 
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5 各種定義ﾌｧｲﾙ ﾃﾞﾓﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑで

使用ｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝに合わせて変更

が必要です。 

cnf 

 

 

 

txt、fil 

 

 

 

 

 

 

 

 

def 

equip.cnf 

 

ｴﾝｼﾞﾝ起動ﾌｧｲﾙ 

装置側 : 起動ﾌｧｲﾙ定義仕様書参照 

host.cnf 

 

ｴﾝｼﾞﾝ起動ﾌｧｲﾙ 

ﾎｽﾄ側 : 起動ﾌｧｲﾙ定義仕様書参 

eq_info.txt 

eq_info.fil 

装置変数定義ﾌｧｲﾙ -  ﾃﾞﾓﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ用で

す。 

V(EC,SV,DVVAL), REPORT, CE, ALARM 等

の定義ﾌｧｲﾙです。 

eq_info.txt がｿｰｽﾌｧｲﾙで、eq_info.fil

がｵﾌﾞｼﾞｪｸﾄﾌｧｲﾙです。 

* 装置管理情報定義仕様書参照 

 

comm_EQ.def 

 

装置側 : DSHDR2 通信ﾄﾞﾗｲﾊﾞｰ用通信環

境定義ﾌｧｲﾙです。 

ﾃﾞﾓﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑで使用します。 

comm_h.def ﾎｽﾄ側  : DSHDR2 通信ﾄﾞﾗｲﾊﾞｰ用通信環

境定義ﾌｧｲﾙです。 

ﾃﾞﾓﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑで使用します。  

JobSche.txt ﾃﾞﾓﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑで WP ｼﾐｭﾚｰｼｮﾝ実行時に使用

する情報定義ﾌｧｲﾙです。 
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  （２）ツール関係のプログラムファイル 

  

 分  類 保存ﾃﾞｨﾚｸﾄﾘ ファイル名 備 考 

1 

 

ﾂｰﾙ・ﾈﾋﾞｹﾞｰﾀ tool DshNavi.exe 他ﾂｰﾙの Navigator ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑです。 

 

2 装置管理情報定義ファイ

ル関連 

tool DshGemSet5.exe 

DshEdit5.dll 

 

装置軌道ﾌｧｲﾙならびに装置管理情報定義ﾌ

ｧｲﾙの編集を GUI画面で行います。 

装置管理情報定義ﾌｧｲﾙ（ﾃｷｽﾄﾌｧｲﾙ）のｺﾝﾊﾟ

ｲﾙもできます。 

* 起動ﾌｧｲﾙ、装置管理情報ﾌｧｲﾙ設定・編集

ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ説明書参照 

DshSetCommDef.exe comm.def編集ﾂｰﾙです。 

 

DshCompile.exe 装置管理情報定義ﾌｧｲﾙ（ﾃｷｽﾄﾌｧｲﾙ）をｺﾝﾊﾟ

ｲﾙします。 

.txt ﾌｧｲﾙから.filを生成します。 

CmdPrompt(DOS)で動作します。 

 * 装置管理情報定義ﾌｧｲﾙｺﾝﾊﾟｲﾗ説明書参

照 

seeback.exe 管理情報ﾊﾞｯｸｱｯﾌﾟ情報をﾘｽﾄ構造で表示し

ます。 

 CmdPromptで動作します。 

* ﾊﾞｯｸｱｯﾌﾟﾌｧｲﾙ参照ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ説明書参照 

3 HSMS 通信ログモニタリン

グ 

 

logmon2 logmon2.exe 

logmon.dll 

 

DSHDR2 通信ﾄﾞﾗｲﾊﾞｰが相手装置との

HSMS-SS 通信ﾄﾗﾝｻﾞｸｼｮﾝをﾘｱﾙﾀｲﾑでﾓﾆﾀﾘﾝ

ｸﾞするためのﾂｰﾙです。 

* DSHDR2通信ﾛｸﾞﾓﾆﾀｰ説明書参照 

 

 

 

  （３）デモプログラムプログラム 

 

 分  類 保存ﾃﾞｨﾚｸﾄﾘ ファイル名 備 考 

1 C#2013 でｸﾗｽﾗｲﾌﾞﾗﾘを使用した

ﾃﾞﾓﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ 

Eng5AppCsDemo 1式 DSHENG5通信ｴﾝｼﾞﾝのｸﾗｽを使用するﾃﾞﾓﾌﾟﾛ

ｸﾞﾗﾑです。 

装置/ﾎｽﾄ双方の機能を含んでいます。 
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４．ドキュメント一覧表 

  

 ドキュメントは、インストールされた際に、doc ディレクトリまたは関連ディレクトリに保存されます。 

 
（１）DSHEng5仕様、取り扱い関連ドキュメント - \DSHEng5\doc に保存 

 
# 文書番号 文書名 注釈 

1 

 

DSHENG5-19-30300-00 DSHENG5 通信制御ｴﾝｼﾞﾝﾗｲﾌﾞﾗﾘ(SECS/HSMS)  ﾕｰ

ｻﾞｰｽﾞ･ｶﾞｲﾄﾞ 

DSHENG5の全般的な機能の説明

書です。 

2 

 

DSHENG5-19-30301-00 DSHENG5起動ﾌｧｲﾙ定義仕様書 

 

装置別の起動情報の定義方法

の説明書です。 

3 

 

DSHENG5-19-30302-00 DSHENG5装置管理情報定義仕様書 

（変数、収集ｲﾍﾞﾝﾄ、ｱﾗｰﾑその他） 

DSHENG4と同じ内容です。 

定義ﾌｧｲﾙはﾃｷｽﾄﾌｧｲﾙです。 

4 

 

DSHENG5-19-30303-00 

 

装置管理情報定義ﾌｧｲﾙｺﾝﾊﾟｲﾗ説明書 DSHENG4と共通です。 

5 DSHENG5-19-30304-00 DSHENG5への手引き 

 

DSHENG5導入時に参考にする作

業手順書です。 

6 DSHENG5-19-30305-00 ｲﾝｽﾄｰﾙと保存ﾌｧｲﾙ 

 

製品ｲﾝｽﾄｰﾙ手順です。 

7 

 

DSHENG5-19-30308-00 DSHENG5,起動ﾌｧｲﾙ、装置管理情報ﾌｧｲﾙ設定・編集ﾌﾟ

ﾛｸﾞﾗﾑ説明書 

DSHGEM-LIB, DSHEng5共通 

8 DSHENG5-19-30310-00 変数ﾘﾐｯﾄ監視機能 説明書 ﾘﾐｯﾄ監視の考え方、処理方法の

説明書です。 

9 DSHENG5-19-30351-00 ﾊﾞｯｸｱｯﾌﾟﾌｧｲﾙ参照ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ説明書 
 

DOS ｺﾏﾝﾄﾞでList構造表示しま

す・ 

 
（２）DSHEng5 GEM通信エンジン・クラス説明書 -  \DSHEng5\doc に保存 

 

# 文書番号 文書名 注釈 

1 

 

DSHENG5-19-30321-00 Vol-1 ｴﾝｼﾞﾝ起動・停止、通信確立関連ｸﾗｽ 

( EngAPI、GEM通信確立、予約装置変数関連) 

ｸﾗｽの構文、ﾌﾟﾛﾊﾟﾃｨ、ﾒｿｯﾄﾞ 

の詳しい説明書です。 

2 

 

DSHENG5-19-30322-00 Vol-2  変数情報関連ｸﾗｽ 

 (EC,  SV,  DVVAL,  CE,  Report,  Alarm ) 

 

3 

 

DSHENG5-19-30323-00 Vol-3  ﾌﾟﾛｾｽ情報関連ｸﾗｽ 

(PP,FPP,RECIPE, PRJ, CJ, CARRIER, SUBSTRATE ) 

 

4 

 

DSHENG5-19-30324-00 Vol-4  SECS-II ﾒｯｾｰｼﾞ送信ｸﾗｽ 

 

 

5 DSHENG5-19-30325-00 

 

Vol-5  SECS-II通信ﾒｯｾｰｼﾞ情報保存ｸﾗｽ 

 

 

6 DSHENG5-19-30326-00 

 

Vol-6  SECS-II通信ﾒｯｾｰｼﾞ ｴﾝｺｰﾄﾞ/ﾃﾞｺｰﾄﾞ処理ｸﾗｽ 
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（３）DSHEng5Class クラス・ライブラリ関連ドキュメント \dsheng5\doc-class に保存 

 
# 文書番号 文書名 注釈 

1 

 

DSHEng4-09-30361-00 ClassLib-Info-1 

Vol-１ エンジン起動と管理情報クラス 編 Part-1 

ｴﾝｼﾞﾝ、装置起動 

管理情報のｱｸｾｽ 

2 

 

DSHEng4-09-30362-00 ClassLib-Info-2 

Vol-１ エンジン起動と管理情報クラス 編 Part-2 

管理情報のｱｸｾｽ 

3 

 

DSHEng4-09-30363-00 ClassLib-Comm 

Vol-２ メッセージ通信クラス 編 

GEM ﾒｯｾｰｼﾞ送信 

4 DSHEng4-09-30305-00 クラスライブラリ プログラミングの手引き 準備するﾌｧｲﾙと開発ｽ

ﾃｯﾌﾟ手順も含む 

5 DSHEng4-09-30306-00 クラス生成・消滅トレースと表示機能について ｸﾗｽ・ﾃﾞﾊﾞｯｸﾞ用 

              DSHEng5Classの説明書ｈ、Eng5Class.dllのｸﾗｽの仕様を引き継ぐ。 

 

（４）HSMS通信ドライバー関連ドキュメント - \dsheng5\doc に保存 

 

# 文書番号 文書名 注釈 

1 

 

DSHDR2-10-20130-08 DSHDR2 SECS/HSMS ﾚﾍﾞﾙ-2通信制御ﾄﾞﾗｲﾊﾞｰ 

 ﾕｰｻﾞｰｽﾞ・ｶﾞｲﾄﾞ     .Net版 

SECS/HSMS 通信制御ﾄﾞﾗｲﾊﾞｰの

説明書です。 

2 DSHDR2-06-20020-01 

 

DSHDR2 SECS/HSMS ﾚﾍﾞﾙ-2通信制御ﾄﾞﾗｲﾊﾞｰ 

ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ・ｶﾞｲﾄﾞ  .Net版 

 

3 DSHDR2-06-20040-0 DSHDR2 ﾚﾍﾞﾙ 2通信ﾄﾞﾗｲﾊﾞｰ通信ﾛｸﾞﾓﾆﾀｰ説明書 ﾘｱﾙﾀｲﾑで通信ﾄﾗﾝｻﾞｸｼｮﾝをﾓﾆﾀｰ

画面で見ることができます。 

 

（５）ツール関連ドキュメント \dshen4\tool\docに保存 

 

# 文書番号 文書名 注釈 

1 

 

DSH-NAVI-12-30801-00 DSHエンジン・ツール・ナビゲータ 

( DshNavi.exe ) 

本表の下、2以降のﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑを 

案内します。 

2 

 

DSH-GEMSET-12-30802-00 起動ファイル、管理情報定義ファイル設定・編

集プログラム Ｖ－２．０( DshGemSet.exe ) 

 

3 DSH-COMMDEF-12-30803-03 HSMS 通信ドライバー環境定義ファイル設定・編

集プログラム Ｖ-2.0  (DshSetCommDef.exe) 

 

4 DSH-SEEBACK-12-30804-01 管理情報バックファイル参照プログラム 

( DshSeeBackup.exe ) 

 

 
（６）デモプログラム関連ドキュメント(全て参考用)  \dsheng5\doc-demo に保存 

 
# 文書番号 文書名 注釈 

1 

 

DSHEng5-19-30500-00 DSHEng5通信ｴﾝｼﾞﾝ 装置 ﾃﾞﾓﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑの紹介 全体構成、装置起動ﾌｧｲﾙ、 

通信定義ﾌｧｲﾙ、画面の紹介 

2 

 

DSHENG5-19-30501-00 評価用ﾃﾞﾓﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ ｲﾝｽﾄｰﾙと保存ﾌｧｲﾙ ﾃﾞﾓﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ、setup.exeによる 

ｲﾝｽﾄｰﾙ手順説明書です。 

3 DSHEng5-19-30502-00 DSHEng5通信ｴﾝｼﾞﾝ・ﾃﾞﾓﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ  説明書 

 

ﾃﾞﾓﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑの機能、操作画面、 

WP ｼﾐｭｰｼｮﾝ関連の説明書です。 

4 DSHEng5-19-30505-00 ｴﾝｼﾞﾝ起動とﾒｯｾｰｼﾞ送受信処理（要約） 

 

GEM通信関連処理の具体的な内

部説明書です。 
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